
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

いきいきわくわく学校図書館 
新学習指導要領に示された学校図書館の役割、情報

活用能力の育成と年間指導計画の立案等についての

専門主事による講義の後、小学校の実践発表から、６

年間を見通して全校体制で取り組む図書館教育のあり

方について学びました。 

午後は塩尻市内の小学校の図書館に移動し、東京

都荒川区教育委員会主任図書館指導員の藤田利江先

生の指導により「パスファインダーの作り方」「調べ学習

の実際」などを体験することで、実践的な力量の向上を

図りました。 

＜受講者の感想から＞ 

・ 調べ学習の方法が分かったので、楽しく授業ができそ 

うです。パスファインダーなど、今まで知らなかったも

のに触れることができて嬉しく思いました。 

・ 来年度へのステップとして、全教科と連携できるような

本や資料の充実を図りたいと思います。全職員に研

修内容を伝え、より充実した図書館教育にしていきた

いと思います。 

・ 図書館主任として、学校 

 司書の先生と協力しなが 

 ら「情報センター」としての 

 図書館の位置づけを確か 

 なものにしたいと思います。 

 
 
 

 
 
 

教職教育部長挨拶 

不登校の子どもへの刺激の与え方 
～具体的事例を通して効果的な方法を学ぶ～ 
６月17日(木)、『上手な登校刺激の与え方』の著者、

小澤美代子氏を講師に迎え、不登校児童生徒への支

援について学ぶ講座を開催しました。 

「不登校がなぜ問題なのか」、「不登校児童生徒のタ

イプ別特徴・段階別特徴と支援方法」について、講師の

長年の経験や調査研究に裏打ちされた、たいへん説得

力のある講義でした。そして、講師作成による不登校の

「チェックリスト※」の活用法について演習を通して具体

的、実践的に学びました。さらに、いじめへの対応につ

いても、具体的事例を交えながら学ぶことができ、受講

者の今後の実践につながる講座となりました。 

＜受講者の感想から＞ 

・ すぐに学校で実践できそ 

うな内容でとても役に立 

った。チェックリストなどを 

使って、早速対応してい 

きたい。 

・ 事例について細かく分析 

しながら、とてもていねい 

にお話していただき、わかりやすかった。 

※『月刊学校教育相談』2010年8月号に、小澤美代子氏

の「不登校チェックリスト」が特集として掲載されてい

ます。 

 
 

 

正直に申し上げますと、私の中には、研修の実効性について相当程度懐疑的な領域が存在します。それ

は、「自らを磨き上げる機会は、日常の実践からしか生まれない。」という強い思いが私の中にあるからだと

思います。そのため、「研修」は、企画する側にとっても、参加する側にとっても非常に難しいものであると考

えます。しかし、当センターの研修講座の企画者は、その難しさを乗り越えて実施に至っていると確信してお

ります。 

研修講座に参加される皆様にお願いしたいのは、あなた自身の現実的、実践的な課題を研修の中でスト

レートにぶつけて、実効的な回答と対策を奪い取ることを目指してほしいということです。まさに、「高く登ろう

と思うなら、自分の脚を使うことだ！高いところへは、他人によって運ばれてはならない。(ニーチェ)」というこ

とになるのです。 
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研修講座の紹介 
７月に実施された講座の中から紹介します。 

 
１ Web を利用した総合実践 

Web総合実践システムを活用した総合実践について２日間講座を実施しました。 

１日目は，今年度バージョンアップした「スーパー実践くん４」の学校での設定方法や総合実践での運用方法を

研修しました。 

２日目は，システム・フューチャー株式会社代表取締役の福島様を講師にお招きし，電子商取引を体験できる

「サイバートレード」の演習を行いました。 

 
＜受講者の感想＞ 
・ 実践くんの管理および操作方法についての理解ができた。 

・ もっともっと面白い授業をしていくことが出来そうでワクワクします。 

・ 今回，直接自分自身で実習を進めてみて今まで以上のソフトの奥深さと楽しさを感じることができました。 

・ 「できないから学ぶ」研修を受けることの大切さを教えていただきました。 

 

２ 科目「ビジネス情報」におけるネットワーク管理 
今後，企業で必要とされる知識や技術は「データベース」と「ネットワーク」といわれています。センターのネット

ワーク関連の講座は，人気が高いため商業単独枠で開講しました。 

ピアツーピアやクライアント・サーバのネットワークの仕組みやサーバ活用についての実習を行いました。一人

につきサーバ１台，クライアント２台の環境で実習ができ，受講者に好評でした。 

        
＜受講者の感想＞ 
・ ネットワークの仕組みがわかった。 

・ 今まで，もやもやしていたネットワークの知識を整理することができた。 

・ 授業と同じ環境で実習ができ，サーバの活用についてよく理解できた。 



 

 

 

生 徒 実 習 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分 野 講  座  名 日程 講  座  名 日程 

教科等 

中学校理科入門（第１分野） 

天気から学ぶ小学校の気象 

4技能を総合的に伸ばす中学校英語 

8/4 

〃 

8/4～5 

小学校 3･4年国語基礎Ｂ 

小学校 5･6年国語基礎Ｂ 

身近な人〄や社会とかかわる生活科 

8/5 
8/10 
8/26 

教育課題別 教育法規と学校マネジメント 8/2 
 

産業 精度を高める 8/31 

生徒指導・

特別支援 

不登校防止のための効果的な取り組み 

生徒指導が機能する学校体制 

8/2 

8/6 
校内研修のアイディア（発達障害理解） 8/11 

  今からでも間に合う研修講座（８月中に開催される講座） 

追加募集は 10日前まで受け付けています。ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで確認して電子申請にて申込みをお願いします。 

総合教育センターでは、高校生の学習活動も支援しています。 

高等学校の生徒を対象として、学校での対応が困難な教材と機器を用いた学習の場を提供し、体験的
な学習をすることにより、生徒の学習意欲や学力の向上など学習効果を高めることを目的として行って
います。主には、職業に関する学科（インナーコースを含む）や総合学科・理数科の生徒が活用してい
ます。 
 

  ★対 象  長野県内の高校生 
・ クラス単位、講座単位、コース等少人数より実施可能 
・ １集団における複数回数の申込みが可能 
・ 宿泊施設を利用した宿泊を伴う生徒実習「宿泊実習」が可能 
・ 企業における生徒実習「企業実習」が可能 

  ★実習内容 
バイテク、電子顕微鏡、二足歩行ロボット、ＣＩＭ機械機構組立、ネットワーク技術、Ｗｅｂ総
合実践システム、ファッションデザイン、ＣＧ、マルチメディア技術・活用等 
各校の要望により相談に応じ行います。（詳細は平成 22 年度実施要項による) 

生徒実習の一環として、高等学校生徒の実践的な表現力やコミュニケーション能力の育成を目的に、
産業教育に関する学習成果の発表を一般公開で行います。 
  実施期日  平成２２年１２月１１日（土） 
  会  場  総合教育センター・講堂等 
  発表内容  授業やクラブ活動（産業教育分野）での研究、各種コンテストへの参加研究、 
                取り組み報告等 
  発表方法  ステージ発表  大スクリーンを使って発表 
        展示・実演・販売  パネルによる展示、作品展示、実演や販売 

ネットワーク実習 プリンター修理(企業実習) ２足歩行ロボット実習 

 

茎頂観察実習 

生 徒 実 習 

生徒研究発表会 

ステージ発表 実演・販売  展示発表
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